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写真２:生徒３の作品 
 
 写真２は、B案「色見本」を使った生徒の作品
である。生徒３は「この紙、凄く役立ってます！
色を作るときに！」と、B案「色見本」を評価し、
自発的に活用している生徒であった。以前は、絵
の具のチューブの色を使い単色で塗っていた生徒
だったが、今回は初の点描を試みている。点描は
生徒が混色した色で出来ている。この作品は虹を
テーマにしており、カラフルな色彩は関連づけら
れたものである。雲の乗り物の部屋は、生徒３が
自発的に柄の作案を行い、表現した。 
 
 
図３: C案「パレット」 
 
 C案「パレット」はモノなので、使う生徒は多
かった。青が少なく、空や海など広い範囲を塗る
ためには絵の具の量が足りなかった。色相環が参
考になり、B案「色見本」と同様に声かけすると
きに役立った。白黒を混色した色見本がなかった
のが不便だった。 
 
 写真３は、C案「パレット」を使った生徒の作
品である。背景は、様々な色彩のグラデーション
となっている。途中の段階ではグレイッシュなグ
ラデーションになっており、混色の様々な試みが
行われている様子がみてとれた。導入時の説明と
配布資料のみでツールの活用が上手く行えていた。 
 
写真３：生徒２１の作品 
 
 
 試作品を使用した授業を参与観察した結果か
ら、色見本があることが、生徒が思うような色
を作る際にも指導の際にも有効であることが分
かった。教材としては実際に使い体験すること
で、理解させるものが効果的であることが分か
った。 
 
 
写真４:図画工作教材「色いろパレット」 
 
 以上の調査結果をもとに改良を加えた教材
「色いろパレット」を制作した。パレットに
は、有彩色における明暗のグラデーションを
理解しやすくするためのグラデーションを加
えた。素材は紙である。紙のパレットにする
ことによって、制作した作品とともに、その
過程の記録として混色の痕跡があるパレット
を残すことができるからだ。生徒は、回数を
重ねるごとに変わっていくパレットの変化か
らも「出来た」を実感できると考えた。 
 
 このツールを使って、絵の具の混色を指導す
る際には、生徒が絵の具のチューブから直接出
した色で塗ろうとしているとき、色見本を指し
ながら、本来生徒が作りたいと考えている色を
一緒に考えることができる。そのときに何色を
混ぜればその色が再現できるかを３原色の理論
を使って説明することができる。 
 
